
1

#»

0 でない空間ベクトル
#»

a ,
#»

b について，そのなす角を θ (0◦ < θ < 180◦) とする．
#»

a，
#»

b の内積
#»

a · #»

b を次のように定義する．
#»

a · #»

b = | #»a || #»b | cos θ

ただし | #»a |はベクトル #»

a の大きさを表す．

ベクトル
#»

a ,
#»

b を，成分を用いて表すと
#»

a = (a1, a2, a3),
#»

b = (b1, b2, b3)とな

るとき，次の等式を示せ．
#»

a · #»

b = a1b1 + a2b2 + a3b3
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【答】 略

【解答】
O を原点とする座標空間において，

#   »
OA =

#»
a，

#   »
OB =

#»

b となる 2点

O A

B

θ

A，Bをとる．このとき A，Bの座標は

A(a1, a2, a3)， B(b1, b2, b3)

となる．
#»
a ,

#»

b は
#»
0 でなく，そのなす角 θ は 0◦ < θ < 180◦ を満た

すから，3点 O，A，B を頂点とする三角形ができ ∠AOB = θ である．
三角形 OABにおいて余弦定理を用いると

AB2 = OA2 +OB2 − 2OA×OB× cos θ …… 1⃝

が成り立つ．
内積の定義より

OA×OB× cos θ = | #   »
OA|| #   »

OB| cos θ

=
#»
a · #»

b

であるから， 1⃝は

AB2 = OA2 +OB2 − 2
#»
a · #»

b

∴ #»
a · #»

b = 1
2
(OA2 +OB2 −AB2)

= 1
2
{(a1

2 + a2
2 + a3

2) + (b1
2 + b2

2 + b3
2)

− (b1 − a1)
2 − (b2 − a2)

2 − (b3 − a3)
2}

= 1
2
(2a1b1 + 2a2b2 + 2a3b3)

= a1b1 + a2b2 + a3b3

が成り立つ． …… (証明終わり)


